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新名神高速道路川下川橋の施工

波　田　匡　司・福　田　雅　人・萩　原　　　幹

川下川橋は，ฌݿ県神戸市と宝塚市の市ڥにҐஔし，非常にٸफ़な谷ؒにかかる橋長 300 m のコンクリー
ト橋である。本橋は，平成 20 年 7 月に西日本高速道路㈱関西支社により設計・施工一ମ発方式のࢼ行
工事として発された上下部工一ମの橋梁工事である。

本橋の特は，高さ 95 m の高橋脚，最大ுग़しՍ設長 110 m を༗する，国内では最大ن模の P3C3 ܘ
ؒ࿈ଓラーメンശܻ橋である。本報文では，大ૅਂܘޱ，高橋脚およびओܻの構造と施工概要について紹
介する。
キーワードɿ高橋脚，セルフクライϛング場，大ૅਂܘޱ，小形ਂૅ，上げӽし管理

1．はじめに

新名神高速道路は，名古屋市と神戸市を݁ぶԆ長
174 Lm の高速道路であり，名神高速道路，中国自ಈं
道などपลの高速道路とともに，近ݍـと中部ݍを݁
ぶ高速道路ωットϫークの多重化を形成するとともに，
名神高速道路・中国自ಈं道のौ؇和や事ނ，地震，
降ઇ，大Ӎ等の自વ災害や老朽化対策工事のࡍのସ
路ઢ（リダンダンシー）としての機能が期されている。

本橋は，最大橋脚高さ 95 m，最大支ؒ長 143 m の
P3C3 ࿈ଓラーメンശܻ橋で，ுग़し支ؒ長ؒܘ
110 m は国内最大ن模となる。高強ࡐྉを適所に࠾
用し，耐久性および耐震性を֬保しつつ，構造அ໘の
コンパクト化を図ることで，工事用ࡐྉのݮおよび
自વ改มを最小限として，構造合理化およびڥෛՙ
ݮを図っている。

2．工事概要

工事ॾ元を表─ 1 に，構造一般図を図─ 1 にࣔす。

特集＞＞＞　橋梁

දᴷ 1　構造ॾݩ

発者 西日本高速道路㈱関西支社
設計・施工 鹿島建設㈱・㈱ピーエス三ඛڞಉا業ମ
工事場所 自）ฌݿ県宝塚市ۄ

県神戸市北区道場町生野ݿฌ（ࢸ
工期 平成 20 年 12 月ʙ平成 25 年 7 月
上部構造 P3C3 ࿈ଓラーメンശܻ橋ؒܘ
支ׂؒ 120 ʴ 143 ʴ 37 m（橋長 300 m）
下部構造 3C 橋脚 2 基（橋脚高 95 m，25.5 m），

3C 橋台 2 基
基ૅ構造 大ૅਂܘޱ　小形 9.0 mʷ12.5 m Lʹ15.5 m

大ૅਂܘޱ　П 5.0 mʷ2 本 Lʹ12.0 m
П　　　ߌૅਂ 3.0 mʷ8 本 Lʹ 8.0 m
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3．構造概要

（1）下部構造
P2 橋脚基ૅには，ܘߌ 9 m ʷ 12.5 m の小形அ໘

を༗する大ૅਂܘޱ（写真─ 1）を，P1 橋脚基ૅに
はஈࠩフーνングにܘߌ 5 m の大ૅਂܘޱ 2 本を組
み合わせた構造を࠾用している。P2 橋脚には構造物

をわず，पลとଳ部の۷ࡅഁ，໘を最小とし۷
の؍ܠ性を考ྀして竹ׂり型土ཹめ構造を࠾用した。

橋脚には，高強ࡐྉを以下の通り࠾用した。P2
橋脚部には，コンクリート設計基४強 50 N/mm2 と
高強鉄ے 64%685#，P1 橋脚部には，コンクリート
設計基४強 40 N/mm2 と高強鉄ے 4%490 を࠾用
した。

高強鉄ےと高強コンクリートを組み合わせた構
造は，高橋脚でその効Ռがे分に発شされる。P2 橋
脚では，一般的な強の鉄ےとコンクリートを組み合
わせた場合にൺ，大෯なஅ໘のॖ小と鉄ྔےのݮ
が可能となった（図─ 2）。さらに橋脚அ໘のコンパ
クト化とಉ時に，基ૅஅ໘のコンパクト化も可能と
なった。

（2）上部構造
上下ઢ一ମでશ෯һが 24.14 m となる上部構造に

は，2 ࣨശܻஅ໘（図─ 3）を࠾用した。P2 橋脚から
のுग़しՍ設部にはมஅ໘を࠾用し，橋脚部でのܻࣸਅᴷ 1　খ形அ໘のେ口ૅਂܘ

ਤᴷ 2　橋٭அ໘のൺֱ

ਤᴷ 3　ओܻஅ໘
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高を 12 m とし，ுग़しઌに向かって 4 m までม化
させた。ுग़しՍ設長が国内でも最大ن模となるため，
高強コンクリート（設計基४強 50 N/mm2）を適
用して，ܰྔ化を図った。なおক来，上下ઢ֤ 3 ंઢ
へ֦෯する計ըがあるため，本工事ではストラットに
よるுग़しচ൛のԆ長が可能となる構造を࠾用した。

4．施工概要

（1）基礎
現場पลは最大 52 の˃ࣼ໘を༗する非常にٸफ़な山

ؒ地形である。また，川下川ダム์水路・ಋ水管等，
ダム関࿈施設と近接しているため，पลڥに配ྀし
た施工がٻめられた。
（a）竹ׂり型土ཹめ工法
P2 竹ׂり型土ཹめ工は最大۷高さ 20 m，۷ܘ

15 m と通常よりもن模が大きいうえ，ダム管理用道
路に近接していることから，۷時पล地山のڍಈ֬
ೝが重要であった。そこで，竹ׂり型土ཹめ工（写真
─ 2）での通常の؍測項目に加え，土ཹめഎ໘にૠ入
式のࣼ計を設ஔして，ಈଶ؍測を行った。۷時の
มҐྔは 2 ʙ 3 mm で，पล地山に特に༗害なӨڹは
ೝめられなかった。

（C）大ૅਂܘޱ
ਂૅの۷（CL ʙ CM の岩൫）は，発ഁによる۷ڃ

では，川下川ダム関࿈を行なった。発ഁによる۷
施設等，近接構造物への振ಈによるӨڹがݒ೦された。
発ഁ۷にઌ立ち，ダム関࿈の近接構造物ごとにִ
に応͡た発ഁ振ಈ管理を定めた。%4・M4ڑ ཕ管
のซ用でஈ発数を増やし，一ஈあたりのՐༀྔをݮ
する等，発ഁパターンをे分ݕ౼し，振ಈ༧測が管
理以内となるよう計ըした。実施工時には，振ಈ
を実測して༧測とൺֱし，発ഁパターンのଥ当性を

֬ೝしながら施工を行った。実測は，༧測に対し
てく，पล構造物へのѱӨڹはೝめられなかった。

P2 大ૅਂܘޱの土ཹめ工は，ਧけコンクリート
とϩックϘルトのซ用である。ϩックϘルトは，一般
的なϞルタル定ண型ではなく，鋼管ு型（ຎࡲ式）（写
真─ 3）を࠾用した。鋼管ு型ϩックϘルトは，鋼
管内に水ѹを加えுさせることにより，地山に定ண
される構造で，Ϟルタル定ண型を用する場合より，
工期が短ॖされた。

（2）橋脚
（a）セルフクライϛングフΥーム
高さ 95 m の P2 橋脚施工については，安શ性֬保・

工ఔ短ॖを目的に，自ಈ昇降式場「セルフクライϛ
ングフΥーム（写真─ 4）」を࠾用した。

セルフクライϛングフΥームは，9 ֊（શ高
20 m）で構成され，֤ステージで࣍リフトの鉄ے組
立から，型組立，コンクリートଧ設，ཆ生の一࿈の
作業を行う。昇降ஔは༉ѹジャッキ（600 LN）と
νΣーンおよびंを組み合わせた構造で，昇降ஔ
2 基（༉ѹジャッキ 2 台／基）を用いて 4 ໘ಉ時昇降
する機構とした。また「ंの原理（写真─ 5）」を
ར用することで，1.7 m のジャッキストϩークで 3 ഒ

ࣸਅᴷ 2　ׂΓܕཹΊ๏

ࣸਅᴷ 3　߯ுܕϩοΫϘルτ

ࣸਅᴷ 4　ηルϑΫϥΠϛϯάϑΥʔϜʹΑΔ橋ࢪ٭
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の 5.1 m まで昇降できるため，్中でアンカーのସ
えを行う必要がない。

橋脚 1 リフトあたりの施工サイクルを 7 日に設定
し，ಉ施工サイクル֬保のため，クライϛング作業を
ؒに行った。1 回のクライϛング作業には， 6 時
ؒを要した。
（C）高強コンクリート，鉄ےの施工
P2 橋脚は設計基४強 50 N/mm2 の高強コンク

リートを࠾用しており，一般的な配合では୯Ґセメン
トྔが多くなるため，Թ応ྗによるひびׂれ発生が
用するとと೦された。本橋では，ී通セメントをݒ
もに，コンクリートの保ূྸࡐを 56 日とすることで，
୯Ґセメントྔをݮした。鉄ےの組立ては，ଳ鉄ے・
中ؒଳ鉄ےをࢅ橋上で༧め地組みした後，ઐ用の吊۩
と吊を用いて橋脚ओ鉄ےにԊわせて吊込んだ（写真
─ 6）。鉄ےの組立てਫ਼が向上するとともに，高所
作業ྔがݮし，མ・転མ災害リスクが下した。

（3）上部構造
（a）ப頭部
ܻ高 12 m の P2 ப頭部は，一日のଧ設可能数ྔか

ら 5 分ׂ施工とした。Թ応ྗによるひびׂれ੍の
ため，上চ൛以֎の部ࡐ厚が大きいՕ所（4 リフト分）

には，ϙルトランドセメントを，上চ൛（第 5 リ
フト）には早強ϙルトランドセメント（ுࡐ入り）
を用した。

ओܻࣼめΣϒの型には，工場で製作した۳形型
（写真─ 7）を用した。現場での型組立て作業
ྔがݮされ，工ఔが大෯に短ॖされた。

ப頭部に配ஔされる࿈ଓ֎έーϒルのภ向管は，༧
めࢅ橋上にてՍ台と一ମ化してՍ設（写真─ 8）し，
ภ向管設ஔਫ਼の向上と，工ఔの短ॖを実現した。

（C）ுग़しՍ設部
P2 橋脚ப頭部施工後，Ҡಈ作業ं（大型 3 ओܻ）

によるுग़し施工を行った。ுग़し長 110 m をશ 33
ϒϩック（ยଆ）に分ׂし，ܻ高 12 m ʙ 4 m のม化
に合わせてϒϩック長を 2 ʙ 4.5 m とした。Ҡಈ作業
ंの組立ては，橋脚高さ 95 m ʴப頭部高さ 12 m と
非常に高いҐஔでの作業となるため，༧めԾ設ࢅ橋に
て部ࡐの地組を行い，メインフレームをタϫークレー
ンで，下ஈ作業台を電ಈνΣーンϒϩックにて一ׅՍ
設（写真─ 9）した。高所作業のݮにより安શ性を
֬保するとともに，工ఔを短ॖした。

P2 橋脚ٴび上部構造ுग़しϒϩックのコンクリー
トは，橋脚昇降֊ஈにԊわせて設ஔしたԖ直配管と橋
໘上の水平配管を通してѹૹした。高強コンクリー
トの高所への配管ѹૹとなるため，ϙンプѹૹ性֬保
のためのコンクリート࣭管理が課題となった。Ԗ直
配管にѹྗセンサーを設ஔし定期的にϙンプѹૹ性

（ѹૹ性，スランプのม化），およびコンクリート性状ࣸਅᴷ 6　మےҰׅࠐΈ

ࣸਅᴷ 8　ภҰׅՍઃ

ࣸਅᴷ 5　ঢ߱ஔৄࡉ

ঢ߱ݪཧঢ߱ஔ֎؍

ࣸਅᴷ �　۳形ܕ
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をධՁしながら施工を行った。
またॵ中時のஅ対策として，Ԗ直ѹૹ管に݀あき

ホースをらせん状にまきつけ，その֎प部をΉしろで
覆い，ଧ設時（ѹૹ時）にはホース内に通水し，ѹૹ
管をྫྷ٫した。֎प部をΉしろで覆うことで保水性を
高めるとともに，直ࣹ日光によるԹ上昇も੍する
ことができた。また水平ѹૹ管は，அࡐで覆うこと
によって֎部のをःஅし，配管Թ上昇によるด࠹
等のѹૹトラϒルを防止（写真─ 10）した。

ுग़し施工を実施するにあたり，ଧ設方法の֬ೝを
目的に，実物大模型によるコンクリートଧ設ݧࢼ（写
真─ 11）を行った。ݧࢼでは，下চ൛部からのコン
クリートग़し，ストラット受台のక固め，Σϒ内
の施工性などを֬ೝし，実施工にөさせた。

本橋の P2 橋脚からのுग़し施工（写真─ 12）は，
橋脚高 95 m と高く，さらに最大ுग़し長も 110 m と

ࣸਅᴷ �　Լஈۀ࡞のҰׅՍઃ

ࣸਅᴷ 11　࣮物େίϯΫϦʔτଧઃݧࢼ

ࣸਅᴷ 10　ίϯΫϦʔτのཆੜ

Ԗ ਫฏ

ਤᴷ 4　Լ橋্͛ӽ͠ཧγεςϜ

ࣸਅᴷ 12　12橋͔٭Βのுग़͠ࢪ
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長いため，施工時の上げӽし管理のਫ਼向上が課題と
なった。本工事では，橋໘高さ（レベル測ྔ），橋ମ
Թ（電対），橋脚มҐ（ࣼ計）を中心とする計
測により，施工中にಘられる情報をたわみ計ࢉに
フィードόックさせ༧測のਫ਼を高めていく情報化施
工システム「川下川橋上げӽし管理システム（図─ 4）」
を構築し施工を行った。上記にࣔす管理を行うこと
で，橋໘高さをڐ༰以内とすることができた。

5．おわりに

川下川橋は，設計・施工໘における様々なҙ工夫
を行うことで平成 25 年 7 月にແ事ॡ工（写真─ 13）
し，平成 25 年のプレストレストコンクリート工学
会作部を受した。
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